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ク
ラ
ー
ク
、
別
離
の
辞

“
B
e A
m
b
itio
u
s”

―

　

彼
﹇
ク
ラ
ー
ク
﹈悠
々
と
し
て
再
び
馬
に

跨
り
、学
生
を
顧
み
て
叫
ん
で
曰
く
、『
小
供

等
よ
、此
老
人
の
如
く
大
望
に
あ
れ
』（B

oys, 

be am
bition

s like th
is old

 m
an
.

）と
、

一
鞭
を
加
へ
塵
埃
を
蹶
て
去
り
ぬ
。

　
一
八
七
七
年
四
月
十
六
日
、
北
海
道
大

学
の
前
身
で
あ
る
札
幌
農
学
校
教
頭
を
離
任

す
る
Ｗ
・
Ｓ
・
ク
ラ
ー
ク
を
、
教
え
子
の
第

一
期
生
が
島
松
ま
で
見
送
っ
た
。
引
用
は
、

そ
の
別
離
の
場
面
を
最
初
に
描
写
し
た
、
札

幌
農
学
校
予
科
生
で
あ
る
安
東
幾
三
郎
「
ウ

イ
リ
ヤ
ム
、
ク
ラ
ー
ク
」（『
蕙
林
』
第
十
三

号
、
一
八
九
四
年
）
の
一
節
で
あ
る
。
少
々

芝
居
掛
か
っ
て
お
り
、“am

bitious”

で
は

な
く“am

bitions”

で
あ
っ
た
り
、“like 

this old m
an”

の
一
節
が
続
い
て
い
た
り

す
る
。“Be A

m
bitious”

エ
ピ
ソ
ー
ド
の

原
初
形
で
あ
る
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い

て
は
、
ク
ラ
ー
ク
が
実
際
に
こ
の
言
葉
を
発

し
た
か
、
後
に
続
く
言
葉
が
あ
っ
た
か
、
野

心
・
野
望
と
い
っ
た
否
定
的
な
含
意
の
あ
る

“am
bitious”

の
語
を
用
い
た
真
意
な
ど
、

現
在
も
議
論
が
絶
え
な
い
。

開
校
式
で
の
ク
ラ
ー
ク
の
演
説
、

“
L
o
fty A

m
b
itio
n
”

　
冒
頭
の
別
離
の
場
面
か
ら
遡
る
こ
と

ク
ラ
ー
ク
が
札
幌
農
学
校
に

残
し
た
も
の

　
ク
ラ
ー
ク
が
札
幌
農
学
校
で
示
し
た
教

育
方
針
と
姿
勢
は
、
実
に
目
新
し
い
も
の
で

あ
っ
た
。
第
一
期
生
の
佐
藤
昌
介
は
次
の
よ

う
に
回
想
し
て
い
る
。

―

　

農
学
を
や
っ
て
実
地
に
農
場
の
経
営
も

や
り
、
作
物
の
栽
培
も
や
る
。
併
し
な
が
ら

同
時
に
文
学
を
や
っ
て
思
想
を
練
ら
う
、
経

済
を
や
っ
て
国
家
の
経
済
を
計
り
、
歴
史
を

や
っ
て
永
世
の
人
物
に
接
し
、
そ
の
人
格
に

憧
憬
を
以
て
自
分
の
人
格
を
練
る
と
い
ふ
人

格
教
育
が
我
々
を
鍛
へ
て
呉
れ
た
。

―

﹇
ク
ラ
ー
ク
は
﹈
閑
が
あ
れ
ば
一
緒
に
山

で
も
川
で
も
出
掛
け
て
、
そ
の
間
に
感
化
を

及
ぼ
し
て
行
く
。
単
に
講
義
を
す
る
だ
け
が

先
生
の
役
目
で
な
く
、
人
物
に
接
し
て
親
し

く
感
化
を
及
ぼ
す
と
い
ふ
の
が
先
生
の
教
育

八
ヵ
月
前
、
一
八
七
六
年
八
月
十
四
日
、

札
幌
農
学
校
開
校
式
で
、
教
頭
に
就
任

し
た
ク
ラ
ー
ク
は
演
説
を
行
い
、
日
本
が

近
代
化
へ
の
道
を
歩
み
始
め
た
こ
と
に
触

れ
、“L

ofty A
m
bition”

と
い
う
語
を

用
い
て
入
学
生
た
ち
に
次
の
よ
う
に
呼
び

掛
け
た
。

―

　

長
年
、
東
洋
に
暗
雲
の
よ
う
に
立
ち

籠
め
て
い
た
階
級
制
度
と
因
習
の
圧
制
か

ら
の
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
解
放
は
、
教
育

を
受
け
る
あ
ら
ゆ
る
学
生
の
胸
中
に
、
高

邁
な
野
心
（L

o
fty A

m
b
itio
n

）
を
呼

び
覚
ま
さ
ず
に
は
置
か
な
い
だ
ろ
う
。
若

い
紳
士
諸
君
、
諸
君
の
故
国
は
最
も
誠
実

で
有
用
な
諸
君
の
力
を
強
く
必
要
と
し
て

い
る
。
諸
君
は
、
労
働
と
信
頼
と
そ
れ
に

伴
う
栄
誉
に
お
い
て
、
最
高
の
地
位
を
得

る
覚
悟
を
す
る
よ
う
努
力
し
な
さ
い
。

　
都
市
建
設
か
ら
十
年
足
ら
ず
、
人
口

数
千
人
の
札
幌
に
、
最
新
の
西
洋
科
学

を
外
国
人
が
教
授
す
る
高
等
教
育
機
関

を
設
置
す
る
こ
と
自
体
が
野
心
的
な
試

み
で
あ
っ
た
。
そ
の
先
頭
に
立
ち
、
札
幌

農
学
校
の
教
育
体
制
を
創
起
す
る
任
を

引
き
受
け
た
ク
ラ
ー
ク
を
突
き
動
か
し

た
の
も“L

ofty A
m
bition”

で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
ク
ラ
ー
ク
は
、
入
学
生

た
ち
に
も
ま
た
、
若
者
ら
し
い
向
日
性

と
向
上
心
に
満
ち
た
挑
戦
を
促
し
た
の

で
あ
る
。

法
で
、
生
徒
に
『
話
し
に
来
い
来
い
』
と
言

う
て
引
張
っ
て
行
く
の
で
我
々
は
知
ら
ず
識

ら
ず
に
引
付
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

“
B
e A
m
b
itio
u
s”

と
は

　
開
校
式
演
説
で
掲
げ
た“L

o
fty

 

A
m
bition”

や
、札
幌
農
学
校
で
ク
ラ
ー
ク

が
果
た
し
た
役
割
、彼
の
教
え
子
た
ち
へ
の

接
し
方
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、ク
ラ
ー
ク

が
、教
え
子
た
ち
と
身
近
に
接
す
る
な
か
で

折
に
触
れ
、“a

m
b
itio

u
s”

な
い
し

“am
bition”

の
語
を
用
い
て
語
り
掛
け
て

い
た
と
考
え
て
も
あ
な
が
ち
的
外
れ
で
は

な
い
だ
ろ
う
。“B

e A
m
bitious”

は
、ク

ラ
ー
ク
が
、教
え
子
た
ち
に
与
え
た
深
厚
な

感
化
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
端
的
に
私
た
ち
に
伝

え
て
く
れ
る
言
辞
で
あ
り
、八
ヵ
月
の
短
期

間
に
札
幌
農
学
校
に
刻
み
込
ん
だ
鮮
烈
な

印
象
の
証
跡
で
あ
る
。

「教育を受けるあらゆる学生の胸中に、高邁な     野心（Lofty Ambition）を呼び覚まさずには置かないだろう。」

“ B e  A m b i t i o u s ”

SCENE-1

1876-1877

温故知新 北海道大学

挑戦の
140年

北海道大学に関する歴史的な資料を収集・整理・
保存して利用に供するとともに、北海道大学史に
関する調査・研究を行っている。

大学文書館 だいがくぶんしょかん

H I S T ORY

クラークと雇用契約

クラークほか 3 名の
外国人教師が来日

クラークらが東京英語
学校等で入学試験実施

東京からの入学生11名
がクラークらと共に札幌
到着

札幌学校生徒に対し
入学試験実施

札幌農学校開校、第一
期生24名入学

授業開始、クラークは
英語・植物学を担当

クラークの提案で農場
を設置

聖書講読の集会を開始

禁酒禁煙の誓約を結ぶ

手稲山雪中登山、
クラークゴケ採集

「イエスを信ずる者の
契約」署名

クラーク離任、第一期
生が島松まで見送る
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札幌農学校周辺（1879年 附属図書館蔵）

開校式当日の札幌農学校（1876年 附属図書館蔵）

W.S.クラーク（附属図書館蔵）

卒業時の第一期生（1880年 附属図書館蔵）

模範家畜房などの農場施設（1877年 附属図書館蔵）

クラーク離任時の札幌における記念撮影（1876年 附属図書館蔵）

クラークが第一期生に与えた聖書（大学文書館蔵）

クラーク講義「植物生理学」を記録した

佐藤昌介の受講ノート（大学文書館蔵）

安東幾三郎による初のクラーク伝を連載した

校友会誌『蕙林』（大学文書館蔵）

クラーク別離の地、島松に建つ記念碑（1956年 附属図書館蔵）
―杉野目晴貞学長と、クラーク令孫W.S.クラーク２世ご夫妻―

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.


